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I. エグゼクティブサマリー 

 
● 「義務化」の解明： 2025 年 7 月 21 日から米国特許商標庁（USPTO）において、

すべての特許出願に対して AI 検索ツールの使用が「義務化」されたという報道が

広まりましたが、これは内部のコミュニケーションが漏洩したことに基づく誇張で

あると分析されます。実際に公式に発表された政策は、意匠特許審査官を対象とし

た「DesignVision」というツールの導入であり、これは既存のツールを代替するも

のではなく、あくまで補強するものとして位置づけられています。この公式発表と

内部情報との乖離は、USPTOの野心的な内部戦略と、慎重な対外的姿勢との間に

存在する大きなギャップを浮き彫りにしています。 
● 戦略的要請： USPTOが AI 導入を推進する背景には、単なる技術的更新にとどま

らない、深刻な組織的圧力が存在します。これには、長年にわたる特許出願の審査

未処理案件（バックログ）の問題、米国会計検査院（GAO）のような機関からの

特許品質に対する厳しい批判、そして政府機関の効率化のために AI 導入を推進す

る政治的風潮が含まれます。 
● 審査への影響： AI は先行技術調査の速度と範囲を飛躍的に向上させる可能性を秘

める一方で、アルゴリズムのバイアス、機密情報の漏洩リスク、そして存在しない

情報を生成する「ハルシネーション（幻覚）」といった深刻なリスクも内包してい

ます。審査官にとってこれらのツールは、生産性目標（ノルマ）を達成するための

手段となる一方、法的・技術的な正確性を担保するために不可欠な、人間による検

証（human- in- the- loop）という新たな負担を生み出しています。 
● 法原則への挑戦： 審査プロセスへの AI の統合は、特許法の根幹をなす原則を再評

価する触媒となっています。特に、「通常の知識を有する者（PHOSITA）」の能

力水準を引き上げる可能性があり、これにより「自明性（obviousness）」の基準

が大きく変動する可能性があります。さらに、AI が生成したコンテンツを先行技

術として認めるか否かという未解決の法的問題は、「新規性（novelty）」の概念

そのものを揺るがしかねません。 
● グローバルな文脈： USPTOの取り組みは世界的な潮流の一部であり、欧州特許庁



（EPO）、日本国特許庁（J PO）、中国国家知識産権局（CNIPA）といった主要な

知財庁も AI への大規模な投資を行っています。しかし、USPTO の戦略は、特に

特許品質と訴訟をめぐる米国の法制度や政治システムからの圧力によって独自に形

成されている側面が強く見られます。 
● ステークホルダーへの展望： 知的財産専門家は、この新たなパラダイムに適応す

る必要があります。具体的には、AI による包括的な先行技術に基づく拒絶を予測

し、発明における人間の貢献を綿密に記録し、特許訴訟や有効性に関する新たな争

点に備えることが求められます。 

 

II. 7 月 21 日の AI 義務化指令の解体：事実と虚構 

 

利用者からの当初の問い合わせの核心は、USPTOが AI ツールの使用を広範に義務付

けたという報道にあります。このセクションでは、その情報の正確性を徹底的に検証

し、公表された事実と報道内容との間の相違点を明らかにします。 

 

報道と漏洩した内部情報が引き金 

 

利用者の関心の出発点となったのは、2025 年 7 月 21 日以降、USPTOの審査官が「す

べての特許出願」に対して AI ベースの検索ツールを使用することが「義務化」される

というニュース記事です 1。この情報は、ワシントン・ポスト紙が報じたもので、その

根拠は同紙が入手した USPTOの内部メールでした。この報道は、意匠特許だけでなく

実用特許を含む、特許審査官全体に影響を及ぼす、抜本的かつ広範な方針転換を示唆す

るものでした。このような報道は、出願人や代理人にとって、審査実務が根本的に変わ

る可能性を意味し、大きな関心を集めました。 

 

公式発表の実態：DesignVision の限定的導入 

 

しかし、ワシントン・ポスト紙の報道と同時期にあたる 2025 年 7 月中旬に USPTOが

公式に発表したプレスリリースや通知を精査すると、その内容は報道とは大きく異なっ



ていることが判明します。公式発表が一貫して伝えているのは、「DesignVision」と名

付けられた新しいツールの導入です 3。 

決定的に重要なのは、DesignVision が「意匠特許審査官が利用できる初の人工知能

（AI）ベースの画像検索ツール」として明確に定義されている点です 3。これは、報道

が伝えた「すべての出願」という範囲よりもはるかに限定的です。さらに、公式文書で

は、このツールが既存の検索ツールを「代替するものではなく、補強するもの

（augment—not replace）」であると繰り返し強調されています 3。この表現は、AI が
人間の判断を奪うものではなく、あくまで補助的な役割を担うことを意図的に示してお

り、審査官や特許実務家からの反発を和らげるための慎重な言葉選びが見て取れます。 

 

報道と事実の乖離の分析 

 

漏洩情報に基づく「全件義務化」という指令と、公式発表における「意匠特許向けの補

強ツール」という説明との間には、明白な乖離が存在します。この矛盾は、USPTO の

AI 導入戦略が二重構造になっている可能性を示唆しています。 

ワシントン・ポスト紙の記事は、DesignVision とは別の AI 検索ツールの導入が、

「USPTO の職員、そして一部の上級管理職でさえ、何が起ころうとしているのかを理

解していなかった」という内部の懸念から延期されたことにも言及しています 2。この

事実は、漏洩したメールが示すような、全庁的な義務化という野心的な計画が実際に存

在したものの、内部の準備不足や反発によって計画の実行が頓挫し、より実現可能性の

高い DesignVision の導入が先行して公表されたというシナリオを裏付けています。 

この状況から導き出されるのは、USPTO が二つの異なる戦略を並行して進めていると

いう見方です。一方では、特許実務家や審査官組合といったステークホルダーの懸念に

配慮し、反発を招きにくい限定的な導入を公表するという慎重な対外的アプローチを取

っています。他方で、内部的には、審査効率の向上という組織目標を達成するために、

より広範で強制力のある AI ツールの導入を強力に推進しようとしています。 

この「公式見解と内部事情のギャップ」は、特許出願人やその代理人にとって重大な意

味を持ちます。公式発表のみに依拠していると、USPTO の AI 導入の真のスピードと

範囲を見誤る危険性があります。内部でより強力な義務化が進んでいることを理解して

いれば、将来の審査実務の変化に対して、より戦略的かつ早期に対応することが可能に

なります。この不確実性は、法律事務所や企業の知財部門が将来の戦略を立てる上で、



考慮すべき重要なリスク要因となります。 

 

III. USPTO のより広範な AI 統合戦略 

 

DesignVision の導入は、単発の出来事ではなく、USPTO が数年前から進めてきた、組

織運営の根幹に AI を組み込むための広範な戦略の一環です。この動きの背景には、効

率化、品質向上、そして政治的要請という三つの強力な推進力が存在します。 

 

戦略的推進要因：効率、品質、そして政治 

 

● 審査未処理案件（バックログ）への対応： USPTOが直面する最も深刻な課題の一

つが、膨大な数の未審査出願、いわゆるバックログです。AI ツールは、約 14,933
人に上る職員が、増加し続ける出願件数に対応するための切り札と見なされていま

す 8。審査プロセスの自動化と高速化は、審査期間を短縮し、イノベーションの迅

速な権利化を可能にするための至上命題です。 
● 「証明可能な品質」の向上： USPTOの新長官候補であるジョン・スクワイアズ氏

をはじめとする庁の指導部は、AI の導入が発行特許の品質向上に不可欠であると

公言しています 8。これは、GAO からの厳しい批判や、訴訟において特許が無効

と判断される割合が高いことへの直接的な応答です。スクワイアズ氏は、発行特許

の約 68%が何らかの欠陥を持つ「欠陥特許（defective patent ）」であるという衝

撃的な数値を挙げ、AI による品質管理の必要性を訴えています 10。 
● 行政府からの指令： AI 導入の推進は、USPTO単独の判断ではなく、米国政府全

体の政策方針とも一致しています。バイデン政権およびトランプ政権は、連邦政府

機関の近代化と、特に中国に対する技術的優位性を維持するため、AI の導入を促

す大統領令を発令しています 12。USPTOが策定した「AI 戦略」は、これらの大統

領令に直接応える形で作成されており、AI 導入が国家的な優先事項であることを

示しています 15。 

 

拡大する AI ツールキット 

 



USPTO の AI 戦略は、単一の万能ツールに依存するのではなく、審査プロセスの各段

階や特許の種類に応じて最適化された、多様なツールのポートフォリオを構築すること

を特徴としています。このアプローチは、特許審査の複雑さを理解した上で、具体的な

課題解決を目指す、洗練された戦略の表れです。 

● DesignVision ： 意匠特許に特化した画像ベースの検索ツール。80 以上の世界の

知財庁データベースを横断的に検索できる「連合検索（federa ted searching）」

機能を持ち、複数の画像をクエリとして使用したり、画像の特徴に重み付けをした

りといった高度な検索が可能です 3。 
● Similarity Search & More Like This ： これらは DesignVision に先立って、主に

実用特許の審査官向けに導入されたテキストベースの AI ツールです。20 20 年お

よび 20 22 年から段階的に展開されており、特定の特許文献（アンカー文献）や出

願明細書のテキスト内容に基づいて、国内外の類似特許を AI アルゴリズムが自動

的に抽出します 8。 
● Scout ： USPTO が独自に開発した、大規模言語モデル（LLM）を基盤とする生成

AI チャットボットです。先行技術調査だけでなく、プログラムコードの解析、不

適切な出願の検出、サイバーセキュリティの脅威検知といった、より広範な業務を

支援することを目的としています。現在、庁内で 20 0 人以上のユーザーを対象に

ベータテストが実施されており、将来的な機能拡大が期待されています 19。 

この多角的なツール展開は、USPTO が特許審査の多様なニーズを深く理解しているこ

とを示しています。意匠特許の審査には視覚的な類似性判断が、実用特許の審査には技

術内容のテキスト解析が、そして審査業務全般には補助的な分析ツールが必要であると

いう認識に基づいています。これは、将来的に審査官が単一の AI に依存するのではな

く、状況に応じて最適な AI ツールを選択して使用する「ツールキット」型のアプロー

チが主流になることを示唆しています。特許実務家にとっては、自らの出願がどのツー

ルで審査される可能性があるのかを理解し、それぞれのツールの特性と限界を把握して

おくことが、今後の戦略立案において重要になるでしょう。 

 

透明性と記録の保持 

 

USPTOは、これらの AI ツールの使用に関して、そのプロセスを公式な出願記録（フ

ァイルラッパー）に明確に残すための手続きを確立しています。これは、審査プロセス

の透明性を確保し、出願人や公衆が AI の利用状況を把握できるようにするための重要

な措置です。 



DesignVision の場合、審査官がこのツールを使用すると、その事実、クエリとして使

用された出願図面、アップロードされた画像の数、適用されたフィルターなどの情報が

検索履歴に記録されます。ただし、35 U.S.C. § 122 に定められた出願の秘密保持義務

を遵守するため、クエリとしてアップロードされた画像そのものが公衆の閲覧する記録

に含まれることはありません 7。この方法は、透明性の確保と機密情報の保護という二

つの要請を両立させるための現実的な解決策と言えます。 

表 1：USPTO の AI 搭載審査ツール 

ツール名 技術タイプ 対象 主な機能 ステータス 

DesignVision  AI 画像認識 意匠特許 80 以上のグロ

ーバルデータベ

ースを対象とし

た連合画像検

索、複数画像ク

エリ、特徴の重

み付け 

20 25 年 7 月導

入 

Similarity 
Search  

セマンティック

テキスト分析 
実用特許 出願内容のテキ

ストに基づき、

国内外の類似特

許を検索 

20 22 年より展

開 

More Like This  セマンティック

テキスト分析 
実用特許 特定の特許文献

（アンカー文

献）に基づき、

類似特許を検索 

20 20 年より展

開 

Scout  生成 AI チャット

ボット 
庁内業務支援 コード解析、不

適切出願の検

出、サイバーセ

キュリティ支援 

ベータテスト中 

 

IV. 先行技術調査における AI の役割：能力と限界 



 

AI 検索ツールの導入は、特許審査の中核をなす先行技術調査のあり方を根底から変え

る可能性を秘めています。その能力は計り知れない一方で、技術的な限界と法的なリス

クも無視できません。ここでは、AI がもたらす光と影を、技術的・法的な観点から多

角的に分析します。 

 

AI がもたらす約束：スピード、範囲、そして拡張性 

 

AI 搭載ツールの最大の利点は、人間単独では到底不可能な規模と速度で先行技術調査

を実行できる点にあります。 

● 処理能力： AI は、膨大な量の国内外の特許文献や非特許文献（学術論文、技術報

告書など）を、人間とは比較にならない速さで網羅的に処理する能力を持っていま

す 20。これにより、従来は見過ごされがちだった先行技術を発見する可能性が高ま

ります。 
● グローバルな範囲： DesignVision のようなツールは、単一のインターフェースか

ら 80 以上の世界のデータベースを同時に検索する連合検索機能を備えています 
3。これは、審査官が個別のデータベースを一つずつ検索するという、時間のかか

る作業を劇的に効率化します。 
● 概念ベースの検索： 従来のキーワード検索は、同義語や異なる表現を用いた文献

を見逃すという弱点がありました。一方、セマンティック（意味論的）検索機能を

備えた AI は、単語の一致ではなく、技術的な概念の類似性に基づいて文献を特定

できます 23。これにより、より本質的で関連性の高い先行技術の発見が期待されま

す。 

 

AI に潜む危険：リスクの分類 

 

AI の強力な能力の裏には、その信頼性と安全性を脅かす様々なリスクが存在します。

これらのリスクを理解し、管理することが、AI を責任ある形で活用するための前提条

件となります。 

● バイアスとデータ品質： AI モデルの性能は、その学習に使用されたデータセット



の質に完全に依存します。学習データに偏りがあったり、不完全であったりする場

合、AI の検索結果もまた偏ったものとなり、特定の国、技術分野、あるいは時代

の先行技術を体系的に見逃してしまう危険性があります 20。 
● 「ハルシネーション」と不正確さ： 特に生成 AI などの高度なモデルは、もっとも

らしく聞こえるものの、事実とは異なる情報を生成する「ハルシネーション」とい

う現象を起こすことが知られています。例えば、存在しない特許文献を引用した

り、文献の内容を誤って要約したりする可能性があります。このような誤った情報

に基づいて拒絶理由通知が作成された場合、その法的な正当性が根本から揺らぐこ

とになります 20。 
● 機密性とデータセキュリティ： 未公開の特許出願情報を、外部の第三者が提供す

る AI ツールに入力することは、重大な機密情報漏洩リスクを伴います。入力され

た情報が AI モデルの再学習に使用されたり、サーバー上で不適切に管理されたり

した場合、発明の新規性が失われる可能性があります 29。USPTO は、このリスク

に対応するため、DesignVision などの内部ツールを、米連邦政府のセキュリティ

基準である FedRAMP の認証を受けたクラウドサービス上で運用しています 7。 
● 「ブラックボックス」問題と説明可能性（XAI）： ディープラーニングなど多くの

高度な AI モデルは、なぜ特定の結論に至ったのか、その内部の判断プロセスを人

間が理解することが極めて困難な「ブラックボックス」となっています。これは、

特許審査において要求される、論理的で根拠のある意思決定という原則と真っ向か

ら対立します。この問題を解決するため、AI の判断根拠を可視化・説明可能にす

る技術（Expla inable  AI: XAI）の研究が進められていますが、まだ発展途上の技術

であり、法的な要求水準を満たすには至っていません 20。 

 

「人間参加型（Human - in- the -Loop）」の必然性 

 

前述のようなリスクを考慮すると、AI が人間の専門家を完全に代替することは現時点

では非現実的であり、AI をあくまで意思決定を支援するツールとして位置づけ、最終

的な判断は人間が下すという「人間参加型」のアプローチが不可欠であるというコンセ

ンサスが形成されています 20。USPTO自身が、AI ツールは審査官の業務を「代替する

のではなく、補強する」ものであると繰り返し述べていることは、人間による検証の必

要性を暗に認めているものと解釈できます 3。 

この文脈で重要なのは、AI ツールの導入が審査官の役割を根本的に変質させるという

点です。これまで審査官のスキルと時間の多くは、膨大なデータベースの中から関連性



の高い先行技術を「発見する」ために費やされてきました。しかし、AI が最も関連性

が高いと判断した文献のリストを自動的に提示するようになると、審査官の主たる業務

は、その AI の出力を「検証する」ことにシフトします。 

この検証作業は、単なる確認作業ではありません。AI が提示した文献は本当に最も関

連性が高いのか、AI が見逃している重要な文献はないか、引用されている文献は実在

するのか、なぜ AI はこの文献を高く評価したのか、といった点を、深い技術的知見と

AI の特性への理解に基づいて批判的に吟味する必要があります。この新たな検証業務

は、従来とは異なるスキルセットを要求し、相応の時間を必要とします。 

この変化は、USPTO の審査官評価システムとの間に深刻な矛盾を生み出します。現在

の評価システムは、審査の処理件数（「カウント」と呼ばれる）を重視する生産性ベー

スのものです 10。もし審査官が、AI の出力を検証するために必要な時間を十分に与え

られなければ、彼らは質の低い AI の出力に過度に依存せざるを得なくなるでしょう。

そうなれば、AI 導入の目的であったはずの「特許品質の向上」とは正反対に、品質の

低下を招くという皮肉な結果に終わりかねません。 

 

V. 特許審査官と審査品質への影響 

 

AI ツールの導入は、USPTO の現場で働く審査官の業務と、そこから生み出される特許

の品質に、直接的かつ多大な影響を及ぼします。経営層が期待する効率化と品質向上と

いう理想と、現場が直面する技術的な限界と業務上の負担との間には、大きな隔たりが

存在します。 

 

審査官の視点：諸刃の剣 

 

AI は、審査官にとって強力な味方になる可能性と、新たな負担となる可能性の両面を

持っています。 

● 業務支援の可能性： AI は、定型的な事務作業や初期段階の検索クエリ作成といっ

た退屈なタスクを自動化し、審査官がより高度な実体審査に集中するための時間を

生み出すと期待されています 19。これにより、審査官は個々の発明の本質的な価値



判断に、より多くの知的リソースを割くことができるようになります。 
● 現場からの批判： しかし、匿名の審査官が集まるオンラインフォーラムなどで

は、AI ツールに対する懐疑的な意見が数多く見られます。特に、先行して導入さ

れた「Similarity Search」のようなツールは、「ゴミを入力すればゴミが出力され

るだけ（garbage  in, garbage  out）」と酷評されており、法的な複雑さを伴う自明

性（35 U.S.C. § 10 3）の判断や、関連技術分野（analogous art）の認定、あるいは

先行技術が発明を否定的に示唆している（teaching away）といった、高度な法

的・技術的判断には全く歯が立たないと指摘されています 2。 
● 負担の増大： さらに深刻なのは、不完全な AI ツールの使用が義務付けられること

で、かえって審査官の業務負担が増加しているという主張です。審査官は、AI が
生成した無関係な先行技術リストを一つ一つ確認し、なぜそれが無関係であるかを

論証する必要に迫られることがあります。これは、自ら行うべき本来の検索業務に

加えて、AI の後始末をするという二重の負担を強いるものです 2。 

 

組織的な品質問題 

 

USPTOにおける特許品質の問題は、今に始まったことではありません。AI 導入の背景

には、長年にわたって蓄積された組織的な課題が存在します。 

● GAO による批判： 2025 年に公表された米国会計検査院（GAO）の報告書は、

USPTOが特許品質を効果的に監督・管理できていないと厳しく断じています。報

告書によれば、審査官の業績評価は依然として審査の質よりも処理件数（「カウン

ト」）を優先しており、上司による品質レビューも信頼性に欠け、実際の品質基準

の遵守度を過大評価している可能性が高いと指摘されています 10。 
● 「欠陥特許」問題： USPTOが発行した特許が、その後の訴訟や特許審判部

（PTAB）でのレビューにおいて無効と判断される割合の高さは、長年の懸案事項

です 10。この「品質の危機」こそが、AI という技術的解決策に大きな期待が寄せ

られる最大の理由です。長官候補のスクワイアズ氏が、発行特許の 68%が「欠

陥」を抱えていると述べたことは、この問題の深刻さを物語っています 11。 

 

特許審査官組合（POPA）の役割 

 



本件に関して、審査官の労働組合である特許庁専門職員協会（POPA）からの公式な声

明は確認されていません。しかし、USPTO が AI の責任ある利用について特許実務家

向けに公表したガイダンスは、正確性や機密性といった、審査官やその組合が最も懸念

するであろう論点に触れています 17。USPTO が対外的に慎重なメッセージを発信して

いる背景には、この技術的な移行期において、組合との良好な関係を維持したいという

思惑があると考えられます。 

これらの状況を総合すると、USPTO 内部には深刻な断絶が存在することが明らかにな

ります。経営層や政治任用された幹部は、AI を「欠陥特許」問題を解決するための特

効薬と見なしています 8。彼らの視点は、GAO のような外部からの批判やマクロな統

計データによって形成されています。一方で、実際にツールを使用する現場の審査官

は、現在の AI 技術は法的・技術的な機微を扱うには未熟であり、むしろ業務の足かせ

になっていると感じています 2。 

この断絶をさらに悪化させているのが、GAO も指摘する「カウント」制度というイン

センティブ構造です 10。この制度は、審査の質よりもスピードを評価するため、審査官

が AI の出力をじっくりと検証する動機を削いでしまいます。その結果、審査官は、生

産性目標を達成するために、AI が生成した不適切な参考文献を、その不備を認識しつ

つも拒絶理由に含めざるを得ないという状況に追い込まれる可能性があります。これ

は、USPTO が目指す「証明可能な品質」の向上とは真逆の、「AI によるお墨付き」が

与えられただけの質の低い審査を生み出す危険性をはらんでおり、結果として出願人の

時間と費用を増大させることにつながりかねません。 

 

VI. AI が特許法の根幹にもたらす挑戦 

 

AI の台頭は、単なる審査ツールの進化にとどまらず、特許法の根幹をなす「自明性」

や「新規性」といった実体法上の概念そのものを揺るがす、より深刻な課題を突きつけ

ています。このセクションでは、AI が特許法ドクトリンに与える構造的な影響につい

て、深く掘り下げて分析します。 

 

意匠特許の自明性基準における革命：LKQ v. GM 事件 

 



20 24 年 5 月、連邦巡回控訴裁判所（CAFC）は、大法廷（en banc）判決において、

40 年近くにわたり意匠特許の自明性判断の基準とされてきた「Rosen-Durling テス

ト」を覆すという、歴史的な判断を下しました 38。 

この旧テストは、自明性を認定するための要件として、まず主たる先行技術（プライマ

リーリファレンス）が、問題となっている意匠と「基本的に同一（basica lly the  
same）」であることを要求していました。この要件は非常に厳格であったため、意匠

特許が自明性を理由に無効とされるケースは極めて稀でした 40。 

しかし、LKQ 判決は、この硬直的なテストを退け、代わりに実用特許の分野で用いら

れている、より柔軟な多因子アプローチである「Graham/KSR フレームワーク」を意

匠特許にも適用することを決定しました 40。この新しいフレームワークでは、複数の先

行技術を組み合わせることが容易になり、意匠特許の自明性が認定される可能性が大幅

に高まると予想されています 40。この判決を受けて、USPTO は直ちに審査官に対し、

この新しい柔軟な基準を適用するための審査ガイダンスを発行しました 44。 

この法改正と、DesignVision のような AI 画像検索ツールの導入が同時に起こったこと

は、意匠特許の戦略的価値に計り知れない影響を与えます。かつては、Rosen-Durling
テストという高い法的ハードルと、網羅的な画像検索の難しさという実務的な障壁によ

って、意匠特許は比較的強固な権利と見なされていました。しかし現在、挑戦者は、

Graham/KSR フレームワークという、より低い法的ハードルと、AI という強力な検索

ツールを手に入れたことになります。この二つの変化の相乗効果により、かつては自明

性での無効化が困難であった意匠特許が、今や著しく脆弱なものとなったのです。これ

は、意匠権に依存する企業にとって、自社の知財ポートフォリオの再評価を迫る、極め

て重要な変化です。 

表 2：意匠特許の自明性判断 -  LKQ v. GM 判決前後 

判断要素 LKQ 判決前 (Rosen-Durling
テスト) 

LKQ 判決後 (Graham/KSRフ

レームワーク) 

主たる先行技術の基準 「基本的に同一（basica lly the  
same）」であること 

「視覚的に類似した（visually 
s imilar）」関連技術分野

（analogous art）であること 

副次的な先行技術の基準 主たる先行技術と「密接に関

連（so re la ted）」しているこ

通常の知識を有するデザイナ

ーの視点から「組み合わせる



と 動機（motivation to 
combine）」が存在すること 

全体的な枠組み 硬直的な 2 段階テスト 柔軟な 4 因子分析 

予想される結果 自明性の証明は困難 自明性の証明は比較的容易 

 

より広範な挑戦：AI と PHOSITA 基準 

 

自明性判断の中核には、「その発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者

（Person Having Ordinary Skill in the Art: PHOSITA）」という架空の人物の視点が存在

します。現在、法曹界では、この PHOSITAの能力をどう定義すべきかについて、活発

な議論が交わされています。 

もし、PHOSITAが強力な AI ツールを自由に使えることが前提となるならば、「通常

の知識」のレベルは劇的に引き上げられる可能性があります 42。AI が容易にデータを

解析し、結果を予測し、解決策を提案できるのであれば、かつては非自明とされた多く

の発明が、「AI を駆使する PHOSITAにとっては自明」と判断されるかもしれませ

ん。これは、特に AI の活用が進んでいる技術分野において、特許取得のハードルを著

しく高くする可能性があります 42。 

 

先行技術の性質：AI は先行技術を「創造」できるか？ 

 

さらに根源的な問題として、人間による発明の「想到（conception ）」を介さずに AI
が自律的に生成したコンテンツが、35 U.S.C. § 102に規定される「先行技術」に該当

しうるか、という未解決の問いがあります 53。 

● 肯定説の論拠： 特許法は、先行技術を「印刷された刊行物に記載された」または

「その他、公衆が利用可能となった」ものと定義しています。この条文を文字通り

解釈すれば、AI が生成したコンテンツがインターネット上で公にアクセス可能で

ある限り、その作成者が人間か機械かは問題とならない、という考え方です 53。 



● 否定説の論拠： 一方、米国の特許法は、発明が人間の精神内で形成される「想

到」という概念に深く根差しています。CAFC は Thaler v. Vidal 事件において、AI
は「想到」することができないため発明者にはなれないと判示しました。この論理

を拡張すれば、AI が生成したコンテンツは「想到」を欠くため「発明」ではな

く、したがって後の人間の発明の新規性を否定する先行技術にはなり得ない、とい

う結論が導かれます 53。USPTOは現在、この重要な問題について、広く一般から

意見を募集しています 51。 

 

発明者適格と訴訟における証拠能力 

 

● 発明者適格： 米国法の下では、発明者は自然人（人間）でなければならないとい

う原則が確立しています。AI は、あくまで人間の発明者が使用する高度なツール

として位置づけられています 50。 
● 証拠の許容性： 特許訴訟において AI が生成した証拠を使用する場合、連邦証拠規

則の下で、その信頼性と信憑性をいかに証明するかが新たな課題となっています。

裁判所は、「ブラックボックス」システムからの出力の証拠能力について検討を始

めており、AI が生成した証拠には、専門家の証言と同等の厳格な基準が適用され

るべきだとの意見も出ています 27。 

 

VII. 比較分析：世界の主要特許庁における AI 活用 

 

USPTOの AI 導入は、孤立した動きではなく、世界の主要な知的財産庁（IP5）が共通

して取り組む大きな潮流の一部です。しかし、各庁の戦略的な優先順位やアプローチに

は、それぞれの組織文化や制度的背景を反映した顕著な違いが見られます。 

 

欧州特許庁（EPO） 

 

EPO は、特許調査技術の分野で世界をリードする存在と広く認識されています。 

● 先進的なツールの開発： EPO は、2016 年から最先端の内部調査ツール



「ANSERA」を運用しています。英国知的財産庁（UK IPO）がこのツールの派生版

である「SEARCH」を導入したことは、その性能の高さを物語っています 64。さら

に、EPO は欧州特許法に関するユーザーの理解を助けるため、生成 AI を活用した

「法的対話プラットフォーム（LIP）」を公開しており、審査官向けだけでなく、

ユーザー向けのツール開発にも注力しています 65。 
● 品質への懸念： その高い技術力にもかかわらず、EPO は近年、生産性向上の圧力

によって調査・審査の質が低下しているという批判に直面しています。この批判

は、ユーザー団体だけでなく、EPO 内部の審査官からも上がっており、USPTO が

抱える問題と軌を一にしています 66。 

 

日本国特許庁（JPO） 

 

JPO は、長期的かつ体系的な計画に基づいて AI の導入を進めています。 

● 計画的な導入： JPO は 2017 年に「人工知能（AI）技術の活用に関するアクショ

ン・プラン」を策定し、2022 年から 2026 年までの新計画を進行中です 67。この

計画に基づき、2023 年からは商標審査において AI ベースの画像検索ツールを導

入しており、特許審査においても先行技術調査や分類のための AI 開発を積極的に

進めています 68。 
● 内部利用中心のアプローチ： JPO のアプローチは、着実かつ内部の業務改善に焦

点を当てたものと評価されています 67。現時点では、開発された AI ツールは審査

官の内部利用に限定されており、一般には公開されていません 68。 

 

中国国家知識産権局（CNIPA） 

 

CNIPA は、世界最多の出願件数を処理するため、効率化とスピードを最優先課題とし

て AI を積極的に活用しています。 

● 審査期間の短縮： CNIPA は、AI の活用によって発明特許の平均審査期間を 15 ヶ

月に短縮することを目標に掲げており、これは世界でも最速レベルです 70。 
● 多岐にわたる活用： CNIPA が導入している AI システムは、機械翻訳、画像認

識、自然言語処理（NLP）といった技術を駆使し、出願の自動振り分け、画像検

索、方式上の不備の検出など、審査プロセスの多岐にわたる場面で活用されていま



す 70。その目的は、膨大な出願件数を迅速に処理することに明確に置かれていま

す。 

これらの比較から、各庁の戦略的重点の違いが浮き彫りになります。EPO は最高品質

のツール開発、J PO は計画的・段階的な近代化、CNIPA は処理速度と量の最大化をそ

れぞれ目指しています。これに対し、USPTO のアプローチは、特許品質に対する外部

からの批判や政治的圧力に強く影響された、「危機対応型」とも言える反応的な性格が

際立っています。USPTO の指導部が「欠陥特許」や「証明可能な品質」といった言葉

を多用することは、既存の問題を解決するための手段として AI 導入を位置づけている

ことの表れです 8。この反応的な姿勢は、USPTO が他の知財庁に比べて、AI の迅速な

導入に伴うリスクをより許容する傾向にある可能性を示唆しています。 

表 3：主要知財庁における AI 導入の比較分析 

項目 米国特許商標庁 
(USPTO) 

欧州特許庁 
(EPO) 

日本国特許庁 
(JPO)  

中国国家知識産

権局 (CNIPA)  

主要な AI イニ

シアチブ 
DesignVision, 
Scout 

ANSERA, LIP AI 活用アクショ

ン・プラン 
AI 支援審査シス

テム 

主な戦略的推進

力 
「証明可能な品

質」の向上、バ

ックログ削減 

調査能力の卓越

性の維持 
計画的な業務近

代化 
審査の迅速化、

大量処理 

一般向けツール

の提供 
限定的/なし 法的検索ツール

(LIP)を提供 
内部利用のみ 内部利用のみ 

指摘されている

課題 
審査官の懐疑

論、品質への懸

念 

生産性圧力によ

る品質低下 
導入ペースの遅

さ 
透明性に関する

懸念 

 

VIII. 戦略的分析と将来展望 

 



本報告書で詳述してきた分析を統合し、USPTO における AI 活用の将来的な方向性

と、それがもたらすであろう影響について展望します。 

 

効率性と信頼性の間の緊張関係 

 

USPTO の AI イニシアチブは、組織運営上の目標である「効率性の向上」（バックロ

グの削減とコスト削減）と、法的な使命である「特許品質と信頼性の確保」という、二

つの相反する要求の狭間にあります。現場の審査官からの批判が示すように、現在の導

入アプローチは、後者を犠牲にして前者を優先するリスクをはらんでいます。この根本

的な緊張関係をいかに解決するかが、今後の AI 戦略の成否を分ける鍵となるでしょ

う。 

 

AI ツールの進化の軌跡 

 

USPTO が導入してきた AI ツールの変遷は、その技術的な進化の方向性を明確に示し

ています。単純な類似性検索（More  Like  This）から始まり、画像認識

（DesignVision）、そして生成 AI（Scout）へと、その機能はより自律的で高度なもの

へと移行しています。この延長線上にある次なるステップは、AI が拒絶理由通知の草

案を作成する「AI 支援によるオフィスアクション作成」であると予測されます。実際

に、内部関係者からは既にその可能性が示唆されており、これは審査官の役割をさらに

大きく変えることになるでしょう 1。 

 

避けられない法的な決着 

 

AI が生成したコンテンツの先行技術としての適格性や、PHOSITA 基準への影響といっ

た、未解決の法的な問題は、もはや先送りできるものではありません。審査実務への

AI の統合が進むにつれて、これらの問題は必然的に訴訟の場で争われることになりま

す。その結果、数年間にわたる法的な不確実性の時代が到来する可能性があります。

USPTO がこれらの問題について積極的に意見公募を行っていることは、来るべき法的



な挑戦を認識している証拠です 50。 

 

審査官の未来 

 

AI 時代の到来により、特許審査官の役割は、情報を「探す者（searcher）」から、AI
システムの出力を「検証し、監査する者（verifie r and auditor）」へと劇的に変化しま

す。この新たな役割を果たすためには、新しいトレーニング、新しいスキルセット、そ

して何よりも、迅速な処理件数よりも深い分析を奨励する新しい業績評価システムが不

可欠です。この構造的な改革なくして、USPTO の AI イニシアチブが真の成功を収め

ることは難しいでしょう。 

 

IX. 知財ステークホルダーへの提言 

 

本報告書の分析に基づき、日本の知財専門家およびそのクライアントが取るべき具体的

な戦略的対応を以下に提言します。 

 

特許出願人および代理人向け 

 

● より広範な先行技術を予測する： 審査官が、グローバルなデータベースや非特許

文献を網羅的に検索できる AI ツールを使用していることを前提とすべきです。出

願前に、市販の AI 検索ツールを活用してより包括的な先行技術調査を実施し、予

想される拒絶理由を事前に特定することが重要です。 
● 人間の発明者性を綿密に記録する： AI 支援発明においては、人間の貢献を詳細に

記録することが不可欠です。問題の設定、AI モデルの設計、学習データの選択、

AI の出力の解釈と改良といった、発明の「想到」に関わる人間の知的活動を、実

験ノートや内部文書に明確に残しておく必要があります。これは、発明者適格の要

件を満たす上で決定的な証拠となります 50。 
● AI に基づく拒絶に異議を唱える： AI ツールが発見した先行技術に基づく拒絶理由

通知を受けた場合、その参考文献の関連性と正確性を徹底的に吟味すべきです。特



に LKQ 判決後の意匠特許の審査においては、AI が不適切な後知恵（hindsight）に

基づいて、関連性のない技術分野（non- analogous art）の文献を組み合わせてい

ると主張する準備が必要です。AI の「ブラックボックス」性に疑問を呈し、組み

合わせの論理的根拠について、審査官に合理的な説明を求めるべきです。 

 

訴訟担当者および特許の有効性に異議を唱える者向け 

 

● 新たな無効論の構築： 審査官が不完全な AI ツールに過度に依存したという事実

は、審査過程における手続き上の瑕疵として、特許の有効性を争う新たな論拠とな

り得ます。ディスカバリー（証拠開示手続き）を通じて、審査官が AI ツールをど

の程度使用し、独自の調査をどの程度行ったのかを明らかにすることが有効な戦略

となり得ます。 
● 無効資料調査に AI を活用する： 審査官が使用するものと同等、あるいはそれ以上

に強力な AI ツールを駆使して、審査段階で見逃された可能性のある先行技術を発

見することができます。これは、特に当事者系レビュー（IPR）のような特許付与

後の無効手続きにおいて、極めて有効な手段となります。 
● 証拠能力に関する争いに備える： 訴訟において、AI が生成した証拠（例えば、侵

害を立証するためのソースコード解析結果など）を提出する場合、その信頼性と信

憑性について、専門家証言の適格性を判断する Daubert 基準に匹敵する厳格な異

議申し立てを受けることを覚悟しなければなりません。 

 

企業内法務・知財戦略担当者向け 

 

● 意匠特許ポートフォリオの再評価： LKQ v. GM判決と AI 検索ツールの導入という

二重のインパクトを踏まえ、既存の意匠特許ポートフォリオの強度と権利行使の可

能性を再評価することが急務です。 
● 政策動向の監視： USPTOが今後公表する、AI 生成先行技術や PHOSITA基準に関

するガイダンスや規則制定の動向を注意深く監視する必要があります。これらの政

策は、企業のイノベーション活動や特許戦略に長期的な影響を及ぼすためです。 
● 社内 AI 利用規定の策定： 研究開発（R&D）部門が発明プロセスで生成 AI を使用

する際の明確な社内ガイドラインを策定することが不可欠です。これにより、機密

情報の漏洩リスクを回避し、発明における人間の貢献が適切に記録されることを保



証します。 
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